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はじめに   

介護保険制度の導入後、施設サービス利用者が年々増えている状況のなか、介護職員は   

質の高いケアを提供することを求められている。ところが、実際現場では、介護職員が職   

能を高めていく途中で離職することが多く、新たな未経験人材の採用というリセットが繰   

り返されている状況である。「介護労働安定センター」（厚生労働省の関連団体）の調査に   

よると、介護労働者の年間離職率は21％で、全産業の平均16％に比べて高く、離職者の   

勤続年数は約8割が3年未満であることが明らかになった。このような状況では、介護職   

員の資質を高めるどころか、拡大する介護事業に必要な人材の確保さえ危うくなる可能性   

がある。  

こうした状況を受け、本調査では日々介護業務に携わっている介護職員の働く意欲を高   

めるとともに、介護職員が「やりがい」「生きがい」を持って業務を継続していくためにど   

のような条件整備が必要であるかを検討した。なお、今回の調査によって得られた結果が、   

厚生労働省への政策提言や各施設運営の一助となることを期待する。  

調査の報告書は、「第1章 調査の概要」、「第2章 調査結果の全体像」、「第3孝 介護   

否定感および介護肯定感」、「第4章  小規模ケア実施有無別の比較」、「第5章 離職率3   

区分別の比較」という5つの領域からまとめた。   
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第1章 調査の概要  

1．調査の目的   

本調査は日々介護業務に携わっている介護職員の働く意欲を高めるとともに、介護の仕  

事を自ら一生の仕事として続けるためにはどのような条件整備が必要であるかを検討する  

ことを目的とした。とくに、現場の職員は介護の仕事や職場環境についてどのように感じ  

ているか、さらにどのような条件で自分の仕事を否定的もしくは肯定的に認識するかにつ  

いて検討した。なお、介護職員の諸特性やおかれた状況と小規模ケアの導入および離職率  

との関連を調べた。  

2．調査対象および方法   

今回の調査は、大阪府に所在する特別養護老人ホームの介護廟員を対象とした。まず、  

大阪府社会福祉協議会老人施設部会に加入している特別養護老人ホーム292施設すべてに  

調査協力を依頼した結果、101施設から協力可能との回答を得ることができた。今回の調査  

は、各施設の介護職員（常勤・非常勤）全員を対象としており、調査票は3919人に配布さ  

れた。調査は、郵送法による自記式質問紙調査で2006年8月に実施し、有効回収率は73％  

（2859人）であった。  

3．調査内容   

調査票は2種類あり、調査票Aは施設全体に関するもので、施設全体の状況を把握して  

いる職員に記入してもらった。また、調査票Bは1人ひとりの介護職員を対象にしたもの  

である。   

まず、調査票Aには、施設の基本属性と小規模ケア導入状況に関する内容が盛り込まれ  

ている。施設の基本属性については ①施設開所日、②施設の定員、③入所者数および要  

介護度の分布、④介護職員の数、⑤利用者対職員の比率、⑥常勤介護職員の離職者数など  

を取り上げた。また、小規模ケア導入状況については、①施設運営および環境整備への取  

り組み、②ユニットケア実施状況、③ユニットケアの導入期間、④ユニットの数、⑤1ユニ  

ットあたりの利用者数を取り上げた。   

一方、調査票Bには、介護職員の基本属性および雇用・労働の実態をはじめ、介護職員  

の諸特性およびおかれた状況を構成する5つの要素 ①施設、②利用者、③介護職員、④  

人間関係、⑤仕事・職場に対する意識を取り上げた。具体的内容を図1に示す。   



図1 調査内容  

● 施設の基本情報  

1．施設開所日  

2．施設の定員  

3．入所者敬および要介護度分；  

4．介護職員の数  

5．利用者対職員の比率  

6．常勤介護職員の離職者数  

● 小規模ケア導入状況  

1．施設運営および環境整備への取り組み  

2．ユニットケア実施状況  

3．ユニットケアの導入期間  

4．ユニットの数  

5．1ユニットあたりの利用者数  

基本属性  

雇用・労働の実態  

・性別、年齢、資格  

・経験年数、雇用形態、研修会への参加  

・夜勤の回数、利用者の数（職員一人当たり）  

・職員の待遇  

・職場環境  

・上司・同僚のサポート  

・サービスの内容（利用者中心介護）  

・身体的状況  

・認知症利用者の周辺症状  

・利用者の情報把握  

・ケアの自己評価  
3．介護競員  

・利用者との関係  

・上司および同僚との関係  
4．人間関係  

・介護否定惑および介護肯定感  

■聴場への所属意識  

・仕事継続の要件   

5．仕事・瞳場に対する  

意識  
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第2章 調査結果の全体像  

1．介護職員の基本属性および雇用・労働の実態  

● 年齢では「20歳代以下」が47．9％と最も多く、比較的若い年齢層の職員が多い。  

● 経験年数「3年未満」の介護職員が4割を超えている。  

● 資格は、主に介護福祉士（50．9％）、またはヘルパー2級（52．3％）を保有している。  

● 雇用形態では正規職員が65．9％を占め、7割に至らない。  

● 昨年1年間、半数以上の職員は施設外での研修会に参加したことがない。  

表1－1介護職員の基本属性（n＝2859）  

性別   男  742（26．3）  

女  2079（73．7）   

年齢   20歳代以下  1351（47．9）  

30歳代  687（24．4〉  

40歳代  412（14．6）  

50歳代以上  370（13．1）   

経験年数   1年未満  418（14．8）  

1年以上3年未満  823（29．4）  

3年以上5年未満  624（22．3）  

5年以上10年未満  678（24．2）  

10年以上  262（9．3）   

資格  介護福祉士  1373（50．9）  

（複数回答）  ホームヘルパー1故  73（2．7）  

ホームヘルパー2級  1411（52．3）  

社会福祉士  107（4．0）  

社会福祉主事  424（15．7）  

その他  352（13．0）   

注）上記の％は有効パーセントを示したものである。   

介護職員の基本属性については表1－1に示した。回答者の性別は、「女性」が7割以上  

を占めた。年齢においては「20歳代以下」が47．9％と最も多く、続いて「30歳代」が24．4％  

を占め、30歳代以下の職員が約8割近くであった。経験年数では「1年未満」が14．8％、  

「1年以上3年未満」が29．4％を占め、4割以上が経験年数3年未満の職員であった。その  

ほか、「3年以上5年未満」が22．3％、「5年以上10年未満」が之4．2％を占めた。資格に関  

しては複数回答を求めた結果、「ホームヘルパー2級」が52．3％、「介護福祉士」が50．9％  
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で、ほとんどの職員はヘルパー2級、または介護福祉士の資格を持って仕事していることが  

分かった。  

表1－2 雇用・労働の実態（∩＝2859）  

雇用形態   パート‥アルバイト  598（21．3）  

非正規・常勤  360（12．8）  

正規職員  1852（65．9）   

転職の経験   なし  1939（69．0）  

1回  457（16．3）  

2回以上  415（14．8）   

役職   ついていない  2259（80．4〉  

ついている  552（19．6）   

夜勤の回数（月）   4回以下  1439（54．2）  

5回以上  1216（45．8）   

研修会   0回  1524（55．5）   

（勧められて♯加〉   1・2回  858（31．2）  

3回以上  366（13．3）   

研修会   0回  1902（71．3）   

（自主的に参加）   ト2回  558（20．9）  

3回以上  207（7．8）   

注）上記の％は有効パーセントを示したものである。   

次に、介護職員の雇用・労働の実態について調べた（表1－2）。雇用形態においては、「正  

規職員」が65．9％、「パート・アルバイト」が21．3％、「非正規・常勤」の職員が12．8％で  

あった。介護職として転職の経験については、約7割の人が「なし」と答えた。また、回  

答者の8割は役職（主任、リーダー、フロア長など）に「ついていない」と答えた。次に、  

1か月の間の夜勤回数は「4回以下」が54．2％、「5回以上」が45．8％を占めた。なお、昨  

年1年間参加した施設外での研修会についてその回数を尋ねたところ、施設から勧められ  

て参加した研修会では、「0回」が55．5％を占めた。一方、自主的に参加した研修会では、  

「0回」が71．3％を占め、半数以上の職員は昨年1年間研修会に参加したことがないとい  

うことが明らかになった。  
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2．各領域（施設、介護職員、人間関係、聴埴への所属意識、仕事の継続要件）別の状況  

Part①【施設】：職員の待遇、職場環境、上司・同僚のサポート、サービスの内容  

●■職員の待遇：賃金に関しては、7割近くの人が不満に思っていた。  

● 職場環境＝「仕事の裁量権」すなわち、自分の仕事における決定権限や能力を活用す  

る機会の確保について比較的低い評価をしていた。  

● 上司・同僚のサポート：7割以上の職員は、仕事上の問題や過度な仕事の負担に対し  

て上司や同僚がサポートしてくれると答えた。  

● サービスの内容（利用者中心介護）：8割以上の職員が、利用者は希望する時間に食  

事や入浴をすることができないと答えた。  

表ト3職員の待遇に関する満足（脚（『2859）  

壬菖  嘩 まあ主星 舶星 職 織   

．人より○  人■：ウ○  人1k叫  人Ik90  

1＿賃金   

乙福利厚生   

1休暇の取得   

4＿稲級・役隋   

引馳艶体制   

6．雇用形態（常勤・非常勤など）  

72（Z¢ 乙鵬   0．糾  

9ま3．6） 乙3T O．∝〉  

187（6．め 2ヱ5   0．93  

1丁試6．¢ 乙糾   0．75  

9玄3．劉 乙21  0．82  

∝】α1l．0） 乙糾   0．糾  

喧弧ゆ l雌訂＿カ  糾公認．3）  

45式17．¢  85∝3之1）128質47．3）  

7他力  7抑Jめ 1捌（鳳¢  

25冥9．句  61試23．の 15吋∝L4）  

飢他力 1叫3丁．め 1【蛸弧罰  

叫1乞の  ∝収盈刀  川7∝糾ヱ）  

注）上l己の％は有払／叱′トを示したものである．   

職員の待遇に関しては、6つの項目についてその満足度を聞いた（表卜3）。その結果、  

「福利厚生」、「職級・役職」、「雇用形態」については半数以上の人が満足していると答え  

た。ところが、「賃金」、「休暇の取得」、「勤務体制」については、それぞれ67．2％、54．6％、  

60．1％の人が不満に思っていることが分かった。特に、賃金に関しては6つの項目のうち最  

も不満の割合が高かった。  
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表十1仕事上におけ租極堰の環境（藤樹（n⇒肪9）   

ほとんど   あ封   ほぼ   掃こ  平壌 蕃曜   

他力1ヽ あてはまら払ヽ 鱒  納まる  

人エIO   人数り○   人亡IO   人】■IO  

資質向上への支援   

1．私の職場Ⅵ£専門資格取得を具体的こ・積極朗に支援しn＼る   

2．私の職場で【よ取邑仰の力量lコ説二体系的・計画的＝行づてる   

3．私の恥骨闇£研修成果の評価を行うとと引潮こ励蛭せている   

4．私の靴£宰相藷＝簿、定期駅な人害毒扇を実施じn＼る  

乙訓   柑  

瑚14ヱ） 鵬封．6）1珊40月  叫11．α 之48   0．87  

51宣18．刀 1噴盟9 1n2（訂㊥  14∝5．㊥ 乙刃   D．田  

517（19．1） ‖1糾1．か  95茸箔』  121（4．か 乙25   0．81  

5∝加．8） 咄茄．00  鵬五カ  24∝8．9） 乙笠   0．弧  

掛疹加   

5．私の職場でtも肋㈱＝参加する能会がある   

6．私の頓嬉托犯∵疇員が各書十画嚇把握するとと引こ評価・見直uこ  

参加する機会がある   

7．私の微官哲よ取邑の意見力触れ、計画コ訊睦れる  

え51   n70  

2糾（10．封  79∝か、刀 13こ斌49．刀  2Tl（10．1） 乙詣   0．81  

瑚11．ヰ） 鉱《認1）1278こ47．㊥  24ま9．D 乙訓   081  

瑚14．3）1024（37．9）112ぺ小．6） 17∝6＿劫 之咄   0．81  

役割の明確性   

8．仕事上lヨ討ナ掴翻る   

9．絹畿内∃乱て、仕事をどのようl激ユくべき力鴫触法る   

10．仕事上どこまでが自分の責任であるかが明確である   

11．仕事上、上司力灘れていること力囁である  

乙51   Ⅶ  

1刀（6．斡  78ま28刀 1訂7（55ヱ）  26宣9．6） 乙68   0．73  

2∝8．ヰ） 洪7（洪，8）1叫祖6） 19試7カ 乙部   0，75  

23式8．1） 9叫凪3）1313こヰ7．9）  201（7．⑬ 乙糾   0．75  

瓜7（15．0）12対仏¢  喧：坊．9   9まa9 之ヱ7   0．75  

仕事の触   

12．仕事のペ「スを自分で調整できる   

13．自分の仕事t潤すること1よ自分触tできる   

14．一日の介護スケジュ「ルを必要口説こて柔如こ変えられる   

15．利用者の介護のたぬこ自分の姦羞で自由に使える時間がある   

16．自分力批感じたら、仕事の手順や方法を変えることができる  

乙26   n∝I  

l須4．刀 乙28   0∝）  

9試3．6） 乙ニn D．77  

1発（5．刀 之40   0．79  

叱ゆ Z〔0   0．76  

13咲5．0） 乙43  （〕．77  

48冥17．6）11ヰペ41．6） 氾l（罰．1）  

49既18カ 12且賀47．1） 糾∝31．1）  

371（13．6）1朗《：辺．の 115宣ヰ之勾  

724（26．6）1瑚嶋8） 62式盟8）  

331（1之1）1叫温か 1盟7（朝7）  

注）上玉伽動く－セントを荊J±ものである。   

仕事上における職場環境については、4つの下位尺度に分けて質問を行った（表1－4）。  

各領域別に得点の平均値を見てみると、「施設運営への参加」、「役割の明確性」はそれぞれ  

2．51、「資質向上への支援」は2．34、「仕事の裁量権」は2．26を示した。つまり、回答者の  

半数以上の人は施設運営に参加する機会があり、仕事上における自分の役割も明確である  

と評価した。一方、職員の資質を向上させるための施設の支援や、自分の仕事における決  

定権限および能力を活用する機会については、半数以上の人が否定的な評価をした。特に、  

「仕事の裁量権」は4つの領域のなかで最も低い評価をしていた。以下は、回答者の5割  

以上の人があてはまると答えた項目である。  
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回答者の半数以上が「ほぼ・非常にあてはまる」と評価した項目   

●資質向上への支援   

「1．私の職場では、専門資格取得を具体的に・積極的に支援している（51．2％）」   

●施設運営への参加   

「5．私の職場では、職員が各計画の策定に参加する機会がある（59．8％）」   

「6．私の職場では、職員が各計画の実施状況を把握するとともに、評価・見直しに参加  

する機会がある（56．4％）」   

●役割の明確性   

「8．仕事上における私の役割は明確である（64．8％）」   

「9．組織内において、仕事をどのように進めていくべきかが明確である（56．8％）」   

「10．仕事上、どこまでが自分の責任セあるかが明確である（55．2％）」  

表ト5仕事上ヨヨ†柵ト（上司・桝＋）（「感）   

伍ヒ犬ど   お糾   ほぼ   紳こ  湖 西蓋   

お□出島ない よ芯はおヨ九ヽ 鱒  拙温  

人■IO   人■10   人■90   人■00  

1．仕事蜘儲き、励封＿てくれる   

乙仕掴軌、る腺ど洲乱ヽ鴫、相謝コケゴてくれる   

3．仕事の負臨場層計ゴきいと封コよ仕掛くれる   

4．仕棚れる   

5．剛評Ⅶ識㈱てくれる   

6、醐乳て、正し鳳てくれる  

刃《11劇  ¶よ方．刀 13祇49．の  照13劇 之餌   n缶  

19冗7．1） 叫19．9 1≡訟1（引」9  5琵（19劇 2汚   n∞  

コロl（8金  男柑．ゆ 15糾（糾，¢  鋼玉1餌〉 2澗   0．引  

2烈81） 71蛭＿乃 1瑚亀乃  4彊16カ Z万   nぬ  

頸89  糾：n⑬ 1引払嶋』＋3001Z功 Z岱   n引  

33まほα  91《盟㊥ 1頚45カ  27∝9月） 之勺   uヨ  

注〉上E伽劾し朋   

仕事上における上司・同僚のサポートに関する評価では、6つの項目すべてにおいて5割  

以上の職員が肯定的な評価をした。具体的には、「2．仕事上の問題について相談のってく  

れる」「3．仕事の負担が大きいとき、仕事を手伝ってくれる」は7割以上、「1．仕事で落  

ち込んでいるとき、励ましてくれる」、「4．仕事のやり方やコツを教えてくれる」、「5．  

問題解決のための専門知識に関する情報を提供してくれる」は6割以上、「6．行われた仕  

事に関して、正しく評価してくれる」は5割以上の職員が肯定的に評価した。  
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表1－6利用者中心介護まどの程度行ケn＼るか（利用者中心介護〉  （戯）  

やや   やや  十分  平均直 編搾差   

重士分   王土倉  できている  でぎ亡いる  

人F叫  人】匡90  人Ⅸ，ゆ  人■こI旬  

1．鱒腑饉真筆拉（ユ淵抽で尉Llユヽる   

乙利筒£拙時間に食事をとることができる   

3．マンツーマン入浴（入浴の声掛ナから着衣まで」人ぬ肋輔を実施しn＼る   

4．利用者lま自分側＝入勧咋きる   

5．利用壱1よ排享瞥加頑を利用して排泄の邑立を促すようl預れる   

6．利用者ま個々の趣味闇餌甘ユたがbて余暇完動（アクティビティ）や生計汎＼づくり力  

行えるように支援さけn＼る   

7．利用壱が希望すれば、外出ができるように支綴じn＼る  

咄1乙封  471（17カ 1鵬（：汀コ） 吋ヱ．6） Z抑   0．拍  

157ぺ訂．カ 咄．¢  310こ11．刃   7宣Z6）1▼労   0．79  

12洪（仏0） 田試218） 45丁（16．8） 42∝15．ヰ） 乙02  1．12  

1971（7乙側  地力  16α5．9）  2釘．ゆ 1，溺   0．的  

鯛（21．9）1Dl許釘．1） 肪ぺ31．の  2鴫9，刀 乙汐   0．92  

76《2了．9）1柑丁（43．勾  70《25．刀   81（aO） 之鵬   D．81  

労1（21．劫  払公認9 1016（37．0）  2ヰ《9．印 之34   0．91  

注）上玉伽勅し・セリ・を示したむかであも   

食事、入浴、排泄、余暇活動、外出は、どの程度利用者中心的に行われているかを調べ  

たところ、半数以上の職員が「できている」と答えた項目は「1．食事は利用者の生活単位  

で提供」のみで70．3％を占めた。ほかの項目に関してはすべて半数以上の人が「不十分」  

と評価しており、とくに「2．利用者は自分が選んだ時間に食事をとることができる」、「4．  

利用者は自分で選んだ時間に入浴ができる」は8割以上の人が不十分と答えた。以上の結  

果からみると、ほとんどの施設で利用者は希望する時間に食事や入浴をすることができな  

い状況といえる（表1－6）。  
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Pa止（∋【介護職員】：利用者の情報把握、ケアの自己評価  

● 利用者の情報把握：利用者に関しては、入所した後の情報については比較的多くの職   

員が把握していたが、入所前の情報「利用者の入所までの経緯（34．6％）」、「利用者   

の入所前の生活環境（31．4％）」などについては把握している職員の割合が比較的少   

なかった。  

● ケアの自己評価：14項目すべてにおいて、半数以上の人が「できている」と答えた  

が、利用者の特徴や変化の記録、利用者の要望や苦情への対応については4割以上  

の人が「不十分」と答え、ほかの項目に比べて否定的評価をした職員が多かった。  

表ト7担当しnヽる利用者のことをどの篭度把握しnヽるのか（利用者の情報把握）  （『2859）   

M   甜  鵠  十分   平均暮 ♯事艦差   

い 仙11る 町  

人♯■¢   人■【ウ¢   人■：叫   人■山側  

1．利用者の年齢   

乙利用者の蜜旋■成   

3．利用者の入所までの糾   

■＿利用者血入所詞の生扁ヰ墟   

5．利用者の人柄（性格）   

6．利用者の病歴   

7．身体載席（日常生活において何ができるか・何ができないのか）   

8．利用者の介訊こ対する具体的な意向   

9．利用者の趣味・特技   

10．利用者の食べ物の好み   

11．利用者同士の付き合い  

1コ炒（5．0） 丁84（28．6）1620（58．4）  

‡1吹11．幻 118オ●乙乃 115g（41＿郎  

●51（1日）13厚丁（▲9＿1）  873（31．6）  

5咄1Ll）1：P《測．司  81叔2乱8）  

21tl（丁．9） 乙69   0．60  

112（4．0） 乙3I O．74  

82（3．0） 2jl O叫  

51（1＿8） 115   0，73  

51（1月）  275（9．9） 200秋75．乃  卸試1乙6） 乙99   0，55  

1385（50＿0）  

1引1（69．0）  

1579（5丁．3）  

1441（5乙1）  

1809（58．1）  

188之（88＿○）  

137（4．9） 乙5ユ   0．70  

・83∝228） 3．14   0．5丁  

23試8．5） 乙71   0．8ち  

151（5．6） 乙58   0．67  

19∝6．9） 乙68   0．6ti  

3用（11．4） 乙88   0，63  

199（7ヱ） 10∝l（37．0）  

2欧l∬）  2叫7ヱ〉  

8釈3ヱ）  852（38．9）  

13α4．丁） 1咄37．6）  

113（4．1）  858く30．9）  

82（3．0〉  ヰ8双17．6）  

注）上記の％は有効パーセントを示したものである．   

自分が担当している利用者の情報については11項目を取り上げ、どの程度把握している  

かを調べた。以下は、比較的高い割合を占めた項目と、比較的低い割合を占めた項目であ  

る。   

比較的多くの職員が把握している項目  比較的少ない職員が把握している項目   

「5．利用者の人柄（88．3％）」  「Z．利用者の家族構成（45．8％）」   

「7．身体の状態（91．8％）」  「3．利用者の入所までの経緯（34．6％）」   

「11．利用者同士の付き合い（79．4％）J  「4．利用者の入所前の生活寮境（31．4％）」  
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